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幸手アートさんぽ

　3月25日（日）から4月8日（日）までの間、「幸手アー

トさんぽ」を開催しました。商店など市内17か所に市

民のみなさんや芸術家のみなさんの作品を飾りました。

　期間中には、芸術家のみなさんにより創作風景をお

見せする、ライブパフォーマンスも行われました。

平成 30 年度さくら親善大使をご紹介します

　4 月 1 日（日）県営権現堂公園幸手桜堤で、さくら

親善大使の引継式が行われました。

　新しい親善大使のみなさんをご紹介します。

　　　＜左から＞中
なかむら

村　由
ゆ い

比さん（久喜市）

　　　　　　　　増
ま す だ

田　裕
ゆ づ き

月さん（幸手市）

　　　　　　　　髙
たかはし

橋　英
え み か

未佳さん（蓮田市）

（18）

ベナン共和国特命全権大使、幸手市を訪問

　4月1日（日）ベナン共和国の特命全権大使アデチュブ・マカリミ・

アビソラ閣下が、幸手市を表敬訪問されました。

　アビソラ閣下をはじめベナン共和国のみなさんは、桜満開の権

現堂桜堤を楽しんだ後、東京オリンピック・パラリンピックの事

前キャンプ地の候補として、市内各施設を視察しました。
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長倉「知・徳・体」

長倉小学校　　　　　　

　昭和 50 年 4 月開校の本校は、今年度、44

年目を迎えました。平成 24 年 4 月香日向小

学校と統合し、新生長倉小学校としてスター

トして７年、「すすんで勉強する子」「心豊か

で思いやりのある子」「健康でねばり強い子」

を学校の教育目標として、日々、教育活動に

取り組んでいます。

　学習面では、昨年度

から昼休み後の 10 分

間、国語と算数の練習

問題に取り組み、全ク

ラスで基礎学力の定着を目指しています。体

力面では、平成 23 年から取り組んでいる朝

マラソンと、週２回の朝の基礎体力作りの成

果が上がり、持久力が向上してきています。

行事面においても子供たちは全力で取り組ん

でいます。昨年度の運動会では「花燃ゆ」と

題した組体操に挑戦

し、今までとはひと

味違った作品に仕上

げ、また、市内の陸

上大会では素晴らし

い結果を残すことができました。行事を通し

て、仲間と協力することの大切さ、感謝をす

ること、人を思いやることなど、「人として」

多くのことを学んでいます。

　本校は、保護者や地域のみなさんにご支援

をいただきながら更なる飛躍を目指し、今後

も児童の「知・徳・体」を育てる教育に取り組

んでいきます。

平成 30 年度幸手市消防団入団式

　4 月 7 日（土）市役所で、消防団入団式を行いました。

新入団員のみなさんは、消防団活動に関する講義を受け

たほか、敬礼動作や資機材の使用方法についての訓練を

行いました。

　活動服に着替えたみなさんは、いつ起こるか分から

ない災害に備え、気を引き締めて取り組んでいました。

2018FIFA ワールドカップ
　　応援フラッグプロジェクト「夢を力に 2018」

　全国各地でサッカー日本代表チームへの応援メッ

セージを書き込み、それらをひとつに縫い合わせて日

本史上最大の応援フラッグを制作するプロジェクトに、

市でも、スポーツ少年団サッカーチームの子どもたち

などからメッセージを集めました。完成したフラッグ

は、5月30日の壮行セレモニーで日本代表に贈られます。


